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3学期の始まりにあたって 

～校長先生のお話 最後まであきらめなければ夢は叶う～ 

今日は、東京オリンピックでソフトボールのピッ

チャーとして活躍した「上野由岐子選手」のお話を

したいと思います。 

今から１４年前の２００８年、上野選手は、北京

で行われたオリンピックで金メダルを取ったことが

ありました。この時は２６歳でした。外国の力の強

い選手を相手に、一人で４３２球も投げて優勝した

という、強くて素晴らしい選手でした。 

上野選手は、次のオリンピックにも出てまた金メ

ダルを取りたいと思っていましたが、２０１２年のロンドンオリンピック、その次のリオオリン

ピックではソフトボール競技が行われませんでした。 

 その次の東京オリンピックで、また、ソフトボール競技が行われるようになりましたが、上野

選手は悩んでいました。ソフトボールはとても激しい運動ですし、特に上野選手はピッチャーで

す。たくさん体を使います。オリンピックをやる年には、自分は３８歳になります。東京オリン

ピックになるまで、ソフトボール選手を続けることは、とても大変な努力が必要だと思ったから

です。 

そんな迷う気持ちをもって選手を続けていたある試合で、上野選手は、試合中、相手が打った

ボールが顎にあたり、骨折の大けがを負います。病院に入院して、手術もしたそうです。入院生

活を送る中、上野選手は考えました。 

 「こんないい加減な気持ちでやっていたから怪我をしてしまったんだ。東京オリンピックの代

表になれるかわからないが、もう一度本気でソフトボールをやろう」 

怪我が治って退院した後、本気で、人の何倍もの練習に取り組んだそうです。きっと、苦しい

練習だったに違いありません。上野選手が、東京オリンピックで優勝した後、言った言葉だそう

です。 

「最後まであきらめなければ夢はかなう」最後まで夢をあきらめず、苦しい練習に耐え、大き

な夢をかなえた上野選手ならではの言葉だと思います。 

夢や目標を持ちましょう。何年もかかってかなえるような「大きな夢」も素晴らしいと思いま

すし、少しずつクリアできるような目標をもつことも大切だと思います。大切なのは、やはり「

あきらめない努力」だと思います。 

3 年生代表の星凜音さんは、3 学期、漢字検定を頑張りたいと話してくれました。佐藤娃香さ

んは、国語の 50 問テストで 100 点が取れるように頑張りたいと話してくれました。 

あきらめずに努力して、目標達成ができるといいですね。全校のみなさんが、努力する令和４

年や３学期になればいいと思います。 

東京オリンピックで金メダル  

うえの ゆきこ  せんしゅ       

上野由岐子 選手  



 一方で、整列までに時間が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🍁🍂お知らせ🍁🍂 

〇2 月の授業参観日について 

・学年ごとに、参観日の日にちが異なります。また、下校時間も、参観日に当たってい

る学年とその他の学年では異なりますのでご注意ください。（参観日ではない学年

は、通常日課の下校時間となります。） 

詳しくは、1 月 19 日に配布します「2 月の授業参観日について（変更のお知らせ）」

のプリントをご確認ください。 

 ・当日は、健康チェックシートを記入してお持ちください。学級ＰＴＡ会場入口の箱に

提出してください。 

・新型コロナウイルスの感染状況により、変更となる場合には、学校から連絡いたしま

すので、必ず確認してください。 

 

＜令和 3 年度「全国学力学習状況調査」の結果報告＞ 

今年度の「全国学力学習状況調査」（小学校 6 年生対象 5 月 27 日国語・算数実施）の結果

について報告いたします。 

１ 学年の傾向性と課題 

・ 国語、算数ともに、全国平均を上回っています。中間層の児童がやや少なく、得点の高い

層と得点の低い層に集まる傾向がみられます。 

・ 国語は、話すこと・聞くこと、漢字を書く力が高い傾向にありますが、話の内容をまとめ

たりふくらめたりして文章化する力が低い傾向にあります。  

・ 算数は、図形、グラフの読み取りの領域が、全国平均より高い傾向にありますが、時間や

距離を求める領域では、全国平均を下回りました。  

・ 生活面では、学校へ行くのが楽しい、自分の思いをきちんと言葉で表せる、自分の意見に

ついて考えるのは楽しい、友との話し合い活動を通じて自分の考えを深めたり広げたりで

きていると感じている児童が全国平均より高い傾向が見られます。  

・ 「自分で計画を立てて勉強している」、「ノートを工夫してわかるようにまとめている」

の項目が全国平均よりやや低く、「1 日当たりの家庭学習時間」、「読書時間」もやや短い

傾向が見られます。 

２ 改善に向けた具体的方策 

・ 国語においては、「読むこと」、「書くこと」を意識した指導を大切に行います。 

・ 国語では、多くの文章に触れ、内容や要旨を考える経験を多く取り入れます。 

・ 算数は、距離や時間の求め方を復習し、文章問題にも繰り返し取り組ませていきます。 

・ 単元の終わりには、学びを振り返る時間を十分に確保し、理解度に応じた補充的な学習も

力を入れていきます。特に、課題を明確にした個に応じた指導を大切にしたいと考えます。 

・ 友との学び合いや自分の考えを伝えることに喜びを感じながら、充実した学校生活が送れ

ている児童が多いと考えられます。来年度も開かれた人間関係づくりを大切にし、本校の

研究テーマ「表現する力の育成」を目指して、学び方の研究を進めていきます。  

・ 「紡ぐ」等を使って、自分に必要な学家庭学習の内容を、自分で考えて記述させるなど、

家庭学習でも、自分を見つめ自分で学びを進めていける力をつけていきたいと思います。  

 


